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はじめに

人財は競争優位の源泉
～イノベーションを生み出すのは人財～

1

2 人的資本をOutcomeにつなげる
～人財が育ち、人財で勝つ～

3 そのためには、ストーリー・開示・PDCAが必要
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人財によるキリンの価値創造

企業価値向上のために「人財が育ち、人財で勝つ会社」になることを目指している。
この“勝つ”には、財務と非財務とをつなげた価値創造により、経営のOutcomeにつなげるという意味も込めている。

経済的
価値お客様主語の

マーケティング力
多様な人財と
挑戦する風土価値創造を加速するICT

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

確かな価値を生む技術力

発酵・バイオテクノロジー

価
値
創
造酒類・

飲料

ヘルスサイエンス

医薬

再
投
資

コミュニティ

環境

健康
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事業ポートフォリオ変革の歴史は、人財ポートフォリオ変革の歴史

将来の時代の変化を見据え、キリンの人財ポートフォリオを強みとして活用可能な事業を展開させてきた。

飲料事業
開始

酒類事業
開始

医薬事業開始

「協和発酵キリン」の発足2008年

CSVを
経営の根幹に

海外展開開始 1977年：北米ボトラー事業開始
1998年：Lionに資本参加
2002年：San Miguelに資本参加

日本発のグローバル・
スペシャリティファーマへ

発酵バイオ技術を
活かして社会課題
解決を目指す

1907年 1928年 1980年代 2019年2013年

遺伝子組み換え・
発酵技術を組み合わせ、
医薬事業参入へ

ヘルス
サイエンス
事業

酒類・
飲料事業

医薬事業

ヘルスサイエンス
事業本格化

発酵バイオの
R&D人財が
医薬事業を
立ち上げ

酒類営業が
医薬のMR
として活躍

グループ人財と
外部人財で
ヘルスサイエンス

事業へ
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経営
戦略

人財
戦略

経営戦略を実現する
ための人財戦略

組織における
人財ケイパビリティが
経営戦略をつくる

現時点の戦略の実行性
を高める

将来における
戦略の可能性を広げる

 経営基幹人財候補が、
酒類・飲料・医薬・ヘルスサイエンス
各事業で多岐にわたる経験を積み、
グループの成長を担う人財として
成長していく

 育成された人財が、
グループの経営戦略や事業戦略を
変革し、強い事業を生み出す

キリングループの人財の強み

人財戦略と経営戦略の連環

目の前の経営戦略を実現するための人財戦略と、将来の可能性を広げるための戦略とを循環させている。
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短期と中長期の視点から

2030202920282027202620252024

KV2027達成に向けた戦略
■ヘルスサイエンス、グローバル
■技術、マーケティング、ICT

キリングループ・ビジョン2027経営戦略

人財戦略

短期

中長期
(10年先)

内外環境変化に合わせて、経営戦略に連動する人財戦略を
短期と中長期の両方でアップデートしていく

ヘルスサイエンスの
APAC展開

内外環境変化と課題

AI・ロボティクス
労働力不足

実行力強化のための
人財ポートフォリオ再構築・転換

持続的な価値創造・企業価値向上のための仕組みづくり

専門性と多様性のタレントマネジメント

人財戦略では、足元の戦略実行性を高めていくことと、将来にわたる企業価値を高める長期戦略が必要。
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高度な「専門性」、
環境変化にも柔軟適応できる

「多様な視点・
価値観」

を兼ね備えた人財が必要

*多様性：属性としての多様性、個人の内面性(視点/価値観等)としての多様性の両方を指す

専門性と多様性を
備えた

人財ポートフォリオは
将来の戦略の
可能性を広げる

人財戦略→経営戦略へのサイクル
将来の戦略の可能性を広げるには、「専門性」と「多様性」を兼ね備えることがキー

将来の予測が困難な時代だからこそ、掲げているのが「専門性」と「多様性」である。

R&D
品質保証
経営企画

法務・人事・経理
他酒類

飲料 医薬

ヘルス
サイエンス

キリングループ
ならではのユニークな
事業ポートフォリオ
による人財力強化
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事業B

・・・・

事業A

マーケ R&D SCM 品質保証 デジタル 他

グループ本社

人財戦略

経営戦略へのサイクル

機能軸タレントマネジメントにより、人財ポートフォリオ
における専門性と多様性が加速し、将来の経営戦略
の可能性が広がる

拡充された人財が事業戦略を実現する

人財戦略と経営戦略のサイクル
機能軸のタレントマネジメント

経営戦略

人財戦略へのサイクル

専門性を極めた人財

多様な経験・
知見を有する人財
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事業B

・・・・

事業A

マーケ R&D SCM 品質保証 デジタル 他

グループ本社

機能を通じた育成 × 事業での成果創出

経営戦略実現のため、機能軸で人財ポートフォリオ構築
人財獲得：新卒、キャリア、グループ内人財交流
育成：機能ごとの育成プログラムを実装

事業・機能・国境を超える多様な経験

事業に横串を指す本社機能

事業横断の適切なリソースアロケーション
グループ横断での機能強化、セントラル機能

人財戦略と経営戦略のサイクル
機能軸のタレントマネジメント：人財育成×事業の強化

機能軸タレントマネジメントによる人財育成
×事業の強化

専門性を極めた人財

多様な経験・
知見を有する人財
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酒類・飲料事業／ヘルスサイエンス事業
キリンホールディングス／FANCL
デジタルICT

複数領域 ×複数事業

真弓 裕貴

デジタル ICT戦略部
DX戦略推進室

Y u k i  M a y u m i

複数領域 ×複数事業 ×複数機能

酒類事業／ヘルスサイエンス事業
キリンビール／キリンホールディングス
営業／ マーケティング

永井 勝也

ヘルスサイエンス事業部
マーケティンググループ

K a t s u y a  N a g a i

国内外 ×複数領域 ×複数事業

酒類事業／ヘルスサイエンス事業（海外）
キリンビール／Blackmores／社外出向
営業

プラズマ乳酸菌関連事業の年間販売金額
目標200億円を達成*（前年比約40%増）する
マーケティングプランを実行

KIRIN素材×Blackmores製品の開発・
上市を手掛ける。2025年プラズマ乳酸菌
関連製品を台湾にて上市予定

データドリブンに基づいた活動を通じて、
FANCL通販事業の顧客離反率を半減*

人財戦略と経営戦略のサイクル
2領域以上の経験者例（専門性と多様性を兼ね備える人財育成）

バリューチェーンの各パートで、複数領域経験者が活躍。

諸井 円香

Innovation Delivery 
Management

M a d o k a  M o r o i

*2023年実績
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*1 グループ内で4領域（食、ヘルスサイエンス、医薬、その他）勤務経験、海外勤務経験、およびグループ外勤務経験のいずれかの経験を1カウントとし、2カウント以上の経験者人数を算出
*2 グループ全従業員の中で、キリングループ・アワードへの応募者延べ人数を算出

人財戦略と経営戦略のサイクル
人財戦略を価値創造、企業価値向上につなげるストーリー

理念・価値観・CSV
への共感1
専門性と多様性の
人財育成2
多様性を受容する
カルチャー変革3 多様な従業員が尊重しなが

ら働くことを阻害する要因の
特定と排除

健康経営方針や
CSVの理解、共感、実践の
促進施策

ヘルスサイエンス事業の成長
に必要な人財の可視化、
アロケーションと外部獲得

従業員エンゲージメントスコア

複数の事業領域経験者人数割合 *1

エンゲージメント調査の多様性インデックス

チャレンジが称賛される
組織文化形成4 組織・事業・国境を越えた「私

主語」のCSV実践が「キリング
ループ・アワード」で称賛され
る仕組み化

キリングループ・アワードへの応募者延べ人数*2

2025年度の主な取り組み取り組みを測るKPI

72
2021年

34.2％
2023年

68
2022年

2022年 2023年

70 70

69
2023年

12.6％
2021年 2022年 2023年

23.1％ 36.1％
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FANCL・Blackmores獲得後

協和発酵バイオの構造改革に取り組むともに、
FANCLとBlackmoresを100％子会社化

FANCL3割出資
協和発酵バイオとともに

立ち上げ開始

連結計における
ヘルスサイエンス事業

従業員

約1000人
ほぼ国内のみ

キリン＋協和発酵バイオ ※FANCLは非連結

連結計における
ヘルスサイエンス事業

従業員

4000人超

*グループ内構成比10％以上

品質問題や市場環境等により協和
発酵バイオの収益性が課題に
FANCLとの価値創出を目指すが、
子会社でないため制約が存在

人財の
活躍できる
ステージが

APACに拡大

2019年 2024年

約2300人

約1300人

キャリア採用で積極的に人財を確保

FANCLや協和発酵バイオの人財が
キリンホールディングスで活躍

今後は新たに獲得した人財のグルー
プ内での登用を検討

豪州とアジアのスキンケア事業を担う
人財は拡充が必要

＋

キリンのヘルスサイエンス事業の展開に合わせ、M&A等により人員を獲得し人財の量の面からも基盤が揃ってきている。

経営戦略→人財戦略へのサイクル
ヘルスサイエンス事業：人財の量と質の拡大
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ANZ
約1,000人

中国・
東南アジア
約300人

日本
約3,700人

本社機能であるヘルスサイエンス事業本部に
専門性のある多様な人財をそろえている

グループ経営人財
酒類・飲料事業でブランドマネジメント経験のある人財
ヘルスケア業界で経験を積んだ外部人財

事業に横串を指す本社機能

人財の例

経営戦略→人財戦略へのサイクル
ヘルスサイエンス事業：各エリアの人財配置
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バリューチェーンにおける実行力の強化

各エリアでの強いブランド

各国での強固な販売チャネル

ニーズに応え、
ニーズを開拓する
商品開発力

品質・安全性
最適なサプライチェーン構築

専門性を極めた人財

多様な経験・
知見を有する人財

例）KIRIN人財の市場リ
サーチ力を活かしてFANCL
ブランドの市場調査を強化し
ていく

FANCLやBlackmores
の人財がコーポレートや
戦略会議に参画し、
価値創出

リサーチ・ICT等の部門 R&D部門 SCM・品質保証部門 マーケ部門

深い
お客様理解

経
営
戦
略
の
実
現

事業横断の適切なリソースアロケーション
グループ横断での機能強化、セントラル機能

例）豪州におけるプラズマ
乳 酸 菌 の ヒ ト 試 験 を
Blackmoresと協働していく

例）KIRINからBlackmores
に派遣された人財がQuality 
Assurance  Directorとして
活躍

例）KIRINのマーケティング
人財がFANCL商品のマーケ
ティング、消費者リサーチ支援
で活躍

グループ本社

経営戦略→人財戦略へのサイクル
バリューチェーンにおける実行力の強化（人財の質のさらなる向上）

FANCLとBlackmoresの獲得によりAPACでオーガニック成長する人財はそろった。
さらなる付加価値創出のために、内部育成や外部からの採用で各バリューチェーンで人財をさらに強化する。

マーケティング・販売調達・生産・
品質保証・物流研究・商品開発市場調査
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今後の取り組み

付加価値創出に向けて
各社の強みを生かしたグループ人財交流*1

越境による人財育成強化*2

ヘルスサイエンス事業全体でのマネジメント
新たなケイパビリティの獲得（グローバル採用）
各国の事業をマネジメントできる人財を育成

カルチャーの融合
グループ理念、ミッション、ビジョンの共有

課題

事業戦略と連動した
ポートフォリオの実現

拡大したフィールドをマ
ネジメントできる人財が
必要

グループ理念や事業の
ビジョンの共有

*1 Blackmores、FANCL、協和キリンを含む *2 キリンホールディングス籍が中心

人財戦略
における
課題

2025年第1四半期までに取り組みを精緻化予定

ヘルスサイエンス事業全体で一体感を醸成し、多様な人財がお客様理解をもとに価値創造する組織を
実現する。

経営戦略→人財戦略へのサイクル
ヘルスサイエンス事業での人財戦略 今後の取り組み

人財ポートフォリオ
再構築

グローバルの
人財マネジメント

カルチャー
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経営
戦略

人財
戦略

経営戦略を実現する
ための人財戦略

組織における
人財ケイパビリティが
経営戦略をつくる

戦略を実現する人財を確保・育成して
ヘルスサイエンス事業を第三の柱に

専門性と多様性の人財ポートフォリオが
将来の戦略の可能性を広げる

人財の力を最大限に高め 、
APAC最大級のヘルスサイエンス
カンパニーへ

キリングループの人財の多様化と
グローバリゼーションをヘルスサイ
エンス事業が牽引していく 人財マネジメントの酒類等の他事業

やグローバルマネジメントへの活用

人財戦略の実行を通じて、各事業
で得た知見や実績を他の事業にも
展開し、持続的・飛躍的に企業価
値向上を図っていく

将来に向けて
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